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は
じ
め
に

　
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
三
月
、
『
歩
く
江
戸
の
旅
人
た
ち
』
（
以

下
、
拙
著
）
と
い
う
単
行
本
を
出
版
す
る
機
会
を
得
た
。
そ
れ
ま
で
筆

者
が
取
り
組
ん
で
き
た
研
究
の
う
ち
、
日
本
の
「
旅
」
や
「
歩
行
」
の

歴
史
に
関
わ
る
成
果
を
再
編
し
た
も
の
で
あ
る
。
近
世
後
期
の
日
本
で

は
、
お
伊
勢
参
り
を
中
心
に
、
全
国
各
地
の
神
社
仏
閣
や
名
所
旧
跡
を

目
指
し
て
歩
き
回
る
観
光
旅
行
が
、
庶
民
層
の
間
で
空
前
の
ブ
ー
ム
を

見
せ
た
。
拙
著
の
主
人
公
は
、
歴
史
に
名
を
残
し
た
有
名
人
で
は
な

く
、
近
世
の
町
や
村
で
至
っ
て
普
通
の
暮
ら
し
を
送
っ
た
名
も
な
き

4

4

4

4

一

般
庶
民
た
ち
で
あ
る
。
庶
民
が
旅
行
中
に
書
き
残
し
た
多
く
の
旅
日
記

を
手
掛
か
り
と
し
て
、
彼
ら
、
彼
女
ら
が
繰
り
広
げ
た
長
距
離
徒
歩
旅

行
に
光
を
当
て
た
。

　
本
稿
で
は
、
拙
著
の
内
容
を
振
り
返
る
こ
と
を
目
的
に
、
各
章
ご
と

の
概
要
を
ま
と
め
た
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を
提
示
し
た
い
。

第
一
章
　
旅
の
ル
ー
ト
と
歩
行
距
離

　
お
伊
勢
参
り
を
し
た
庶
民
の
旅
日
記
を
丹
念
に
分
析
す
る
と
、
旅
人

が
往
復
で
歩
い
た
ル
ー
ト
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
拙
著
で
は
、
東

北
地
方
の
庶
民
の
旅
日
記
を
中
心
に
取
り
上
げ
た
。

　
安
政
六
（
一
八
五
九
）
年
、
金
田
一
村
（
現
在
の
岩
手
県
二
戸
市
）

の
福
田
福
松
と
い
う
農
民
男
性
が
お
伊
勢
参
り
に
旅
立
っ
た
。
図
１

は
、
福
松
が
道
中
で
書
い
た
旅
日
記
『
伊
勢
参
宮
并
熊
野
三
社
廻
り
金

毘
羅
参
詣
道
中
道
法
附
』（
１
）

か
ら
、
旅
の
ル
ー
ト
を
地
図
上
に
復
元
し

た
も
の
で
あ
る
。
金
田
一
村
と
伊
勢
神
宮
を
直
線
的
に
往
復
す
る
こ
と

に
終
始
せ
ず
、
神
宮
へ
の
参
拝
を
果
た
し
た
後
は
近
畿
、
四
国
、
中
国

地
方
に
も
足
を
延
ば
し
、
帰
路
に
は
往
路
と
異
な
る
中
山
道
経
由
で
日

本
海
側
を
北
上
す
る
ル
ー
ト
を
歩
い
て
い
る
。

　
こ
れ
は
近
世
の
長
距
離
旅
行
を
象
徴
す
る
傾
向
で
、
人
び
と
は
滅
多

に
な
い
旅
の
機
会
に
よ
り
多
く
の
異
文
化
に
触
れ
て
見
聞
を
広
め
る
べ

【
自
著
を
語
る
】

歩
く
江
戸
の
旅
人
た
ち

―
ス
ポ
ー
ツ
史
か
ら
見
た
「
お
伊
勢
参
り
」
― 

（
抄
）

谷
釜 

尋
徳
（
東
洋
大
学
）
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く
、
往
復
路
で
異
な
る
ル
ー
ト
を
選
択
し
た
。
こ
う
し
た
円
環
の
軌
跡

を
辿
る
旅
は
、
目
的
地
間
の
最
短
距
離
を
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
な
手
段
で
移

動
す
る
こ
と
に
慣
れ
切
っ
た
現
代
人
の
旅
と
は
大
き
く
異
な
る
。
近
世

の
旅
人
た
ち
は
、
ご
利
益
に
定
評
の
あ
る
寺
社
へ
の
参
拝
を
大
義
名
分

と
し
て
掲
げ
、
実
の
と
こ
ろ
は
歩
い
て
移
動
す
る
先
々
の
「
道
中
」
で

の
見
聞
に
重
き
を
置
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
福
田
福
松
の
旅
日
記
を
分
析
し
て
い
く
と
、
彼
の
概
ね
の
歩
行
距
離

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
判
明
す
る
範
囲
に
お
い
て
、
福
松
の
全
行
程

の
総
歩
行
距
離
は
約
二
九
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
一
日
平
均
の
歩
行

距
離
は
約
三
四
・
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
一
日
の
最
長
歩
行
距
離
は
約

七
〇
・
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
福
松
は
特
殊
な

歩
行
能
力
の
持
ち
主
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
彼
の
歩
行
距
離
は
、
当

時
の
旅
人
の
中
で
は
ご
く
一
般
的
な
数
値
で
あ
る
。
拙
著
で
は
、
東
北

地
方
の
庶
民
が
書
い
た
お
伊
勢
参
り
の
旅
日
記
（
三
九
編
）
を
分
析

し
た
と
こ
ろ
、
一
日
に
歩
く
距
離
の
平
均
は
男
性
で
約
三
四
・
九
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
女
性
で
も
約
二
八
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ん
で
い
る
。

ま
た
、
男
性
の
歩
行
距
離
が
一
日
に
六
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
こ

と
も
珍
し
く
は
な
か
っ
た
。

　
現
代
人
の
感
覚
で
は
、
近
世
の
旅
人
は
男
女
と
も
に
か
な
り
の
健
脚

だ
っ
た
と
見
て
よ
い
。

 

図1　金田一村の福田福松による伊勢参宮のルート
福田福松「伊勢参宮并熊野三社廻り金毘羅参詣道中道法附」『二戸史料叢書 第六集』二戸市教育委員会、2003
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第
二
章
　
幕
末
〜
明
治
初
期
の
日
本
人
の
歩
き
方

　
近
代
以
前
の
日
本
人
の
歩
容
を
考
察
す
る
際
、
頻
繁
に
議
論
の
俎
上

に
載
っ
て
き
た
の
が
「
ナ
ン
バ
歩
き
」
で
あ
る
。
拙
著
で
は
、
ナ
ン
バ

に
は
ほ
と
ん
ど
言
及
し
て
い
な
い
が
、
従
来
の
研
究
史
を
概
観
す
る

と
、
ナ
ン
バ
は
「
半
身
」
の
姿
勢
や
動
作
を
意
味
す
る
言
葉
と
し
て
使

わ
れ
て
き
た
向
き
が
あ
る
。
ナ
ン
バ
の
半
身
姿
勢
は
、
日
本
人
が
長
ら

く
農
耕
を
中
心
と
す
る
民
族
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
農
業
の
半
身
の
労
働

姿
勢
が
歩
行
運
動
に
も
移
し
替
え
ら
れ
た
と
い
う
主
張
も
な
さ
れ
て
き

た
。
こ
う
し
た
考
え
方
を
演
劇
評
論
家
の
武
智
鉄
二
は
「
原
初
生
産

性
」（
２
）

、
歴
史
学
者
の
西
山
松
之
助
は
「
民
族
的
原
型
」（
３
）

と
表
現

す
る
。

　
実
際
の
と
こ
ろ
、
ナ
ン
バ
的
な
半
身
の
身
体
技
法
は
世
界
各
地
に
散

見
さ
れ
る
た
め
、
ナ
ン
バ
が
日
本
人
に
固
有
の
身
ご
な
し

4

4

4

4

だ
っ
た
と
断

言
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
日
本
人
が
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
半

身
姿
勢
を
有
効
に
活
用
し
、
今
日
ま
で
継
承
し
て
き
た
こ
と
に
相
違
は

な
い
。

　
拙
著
で
主
に
取
り
上
げ
た
の
は
、
幕
末
～
明
治
初
期
の
訪
日
外
国
人

が
見
聞
録
に
書
き
留
め
た
、
日
本
人
の
歩
行
の
特
徴
で
あ
る
。
約
四
〇

編
の
見
聞
録
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
西
洋
人
た
ち
が
自
ら
の
文
明
と
比

較
し
て
捉
え
た
日
本
人
の
歩
容
は
、
表
１
の
よ
う
に
整
理
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
断
片
的
な
特
徴
を
捉
え
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
当
時
の
日
本
人
の
歩
き

方
は
、
現
代
人
の
歩
行
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
。
訪
日
外

国
人
の
記
述
の
信
憑
性
に
は
慎
重
な
態
度
が
求
め
ら
れ
る
も
の
の
、
日

本
人
の
歩
行
運
動
は
文
明
開
化
の
前
後
で
少
な
か
ら
ず
変
化
し
た
と
見

る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

歩行の特徴 日本人 西洋人

重心 つま先重心 かかと重心

姿勢 前のめり 真っすぐ

足の運び すり足 かかとから着地

歩幅 せまい ひろい

膝の状態 曲がっている 伸びている

表1　幕末〜明治初期の訪日外国人が見た日本人と西洋人の歩き方の違い

幕末〜明治初期の訪日外国人の日記より作成（出典は拙著を参照）
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第
三
章
　
街
道
の
必
須
ア
イ
テ
ム
「
棒
」

　
　
　
　
―
使
い
道
と
身
体
技
法
―

　
近
世
の
街
道
筋
で
は
、
「
棒
」
が
有
効
な
ア
イ
テ
ム
と
し
て
重
宝
さ

れ
て
い
た
。
棒
の
使
い
道
に
は
、
大
き
く
分
け
て
三
つ
の
方
法
が
あ
っ

た
。

　
最
も
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
の
が
、
杖
と
し
て
の
利
用
で
あ
る
。
連
日

の
よ
う
に
長
距
離
を
歩
い
た
旅
人
た
ち
は
、
歩
行
の
補
助
具
と
し
て
杖

を
手
に
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
た
。

　
街
道
筋
で
生
計
を
立
て
た
人
び
と
も
、
棒
を
巧
み
に
役
立
て
て
い

た
。
特
に
、
人
や
物
を
運
搬
す
る
労
働
者
に
と
っ
て
、
棒
は
必
須
の
ア

イ
テ
ム
で
あ
る
。
飛
脚
は
棒
の
先
端
に
荷
物
や
書
状
を
付
け
て
走
り
、

天
秤
棒
を
担
ぐ
労
働
者
は
棒
の
両
端
に
荷
物
を
取
り
付
け
て
運
搬
し
、

駕
籠
か
き
は
頑
丈
な
棒
の
中
央
に
駕
籠
を
吊
る
し
て
二
人
組
で
旅
人
を

運
ん
だ
。
い
ず
れ
も
、
肩
で
棒
を
担
ぐ
運
搬
形
態
で
あ
る
。

　
棒
は
休
息
時
の
便
利
グ
ッ
ズ
と
し
て
も
活
躍
す
る
。
旅
人
が
杖
に
体

重
を
預
け
て
休
む
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
た
が
、
休
息
後
に
効
率
良
く
動
き
出

せ
る
よ
う
に
、
駕
籠
を
吊
る
し
た
太
い
棒
の
下
や
背
負
っ
て
い
る
大
荷
物

の
下
に
杖
を
潜
り
込
ま
せ
て
、
支
え
な
が
ら
休
む
方
法
も
あ
っ
た
。

第
四
章
　
旅
の
履
物

　
近
世
の
旅
人
は
、
男
女
の
別
を
問
わ
ず
「
草
鞋
」
を
履
い
て
歩
く
こ

と
が
一
般
的
だ
っ
た
。
関
東
地
方
の
庶
民
に
よ
る
お
伊
勢
参
り
の
旅
日

記
か
ら
草
鞋
の
購
入
記
録
を
分
析
す
る
と
、
草
鞋
は
四
〇
～
五
〇
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
位
の
距
離
を
歩
く
と
破
損
し
て
、
履
き
替
え
の
時
期
を
迎
え

た
こ
と
が
わ
か
る
。
旅
人
の
歩
行
距
離
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
お
よ

そ
一
日
に
一
足
ペ
ー
ス
で
新
し
い
草
鞋
が
必
要
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
草
鞋
の
耐
久
性
か
ら
考
え
る
と
、
仮
に
二
ヶ
月
間
ほ
ど
の
旅
を
す
る

な
ら
、
お
よ
そ
六
〇
足
の
草
鞋
を
準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か

し
、
旅
人
は
大
量
の
草
鞋
を
持
ち
歩
い
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

街
道
で
は
、
茶
屋
、
宿
場
、
道
端
、
旅
館
へ
の
訪
問
販
売
な
ど
、
様
々

な
場
所
で
草
鞋
が
売
っ
て
い
た
た
め
、
旅
人
は
い
つ
で
も
草
鞋
を
交
換

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
大
量
の
草
鞋
を
持
ち
運
ば
な
く
て
も

よ
い
街
道
事
情
は
、
旅
人
が
長
距
離
を
歩
き
や
す
い
状
態
を
生
み
出
し

て
い
た
。

　
履
き
潰
し
て
使
え
な
く
な
っ
た
草
鞋
を
処
分
す
る
た
め
に
、
宿
場
の

隅
に
は
草
鞋
専
用
の
「
捨
て
場
」
が
あ
っ
た
。
捨
て
場
に
集
積
さ
れ
た

使
用
済
み
の
草
鞋
は
、
近
隣
の
農
家
が
持
ち
帰
っ
て
一
度
解
体
し
、
新

し
い
草
鞋
を
編
み
上
げ
る
材
料
に
使
っ
た
。
出
来
上
が
っ
た
草
鞋
は
再

び
販
売
ル
ー
ト
に
乗
せ
ら
れ
、
同
様
の
循
環
で
旅
人
の
手
に
渡
っ
て
消

費
さ
れ
て
い
く
。

　
こ
の
よ
う
に
、
近
世
の
街
道
で
は
、
草
鞋
に
ま
つ
わ
る
再
利
用
の
仕

組
み
が
確
立
さ
れ
て
い
た
。
循
環
型
社
会
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。
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第
五
章
　
旅
の
家
計
簿

　
弘
化
二
（
一
八
四
五
）
年
、
多
摩
郡
喜
多
見
村
（
現
在
の
東
京
都
世

田
谷
区
）
か
ら
田
中
国
三
郎
と
い
う
農
民
男
性
が
伊
勢
に
旅
立
っ
た
。

伊
勢
神
宮
へ
の
参
拝
を
主
な
目
的
と
し
な
が
ら
、
各
地
を
歩
き
回
っ
て

名
所
旧
跡
を
訪
ね
た
八
六
日
間
の
観
光
旅
行
で
あ
る
。

　
国
三
郎
は
『
伊
勢
参
宮
覚
』（
４
）

と
い
う
旅
日
記
の
中
に
、
旅
費
の
支

出
明
細
を
漏
れ
な
く
書
き
残
し
た
。
日
記
の
内
容
か
ら
計
算
す
る
と
、

旅
費
の
総
額
は
五
両
五
貫
七
七
一
文
（
三
七
二
七
一
文
）
と
な
る
。
旅

費
の
使
い
道
を
分
類
す
る
と
、
宿
泊
費
、
食
費
、
交
通
費
の
順
に
多
く

の
費
用
を
支
出
し
て
い
た
。

　
一
日
あ
た
り
の
平
均
支
出
額
は
、
お
よ
そ
四
三
三
文
で
あ
る
。
こ
の

金
額
を
ベ
ー
ス
に
考
え
る
と
、
近
世
後
期
に
旅
を
す
る
場
合
、
一
ヶ
月

間
（
三
〇
日
間
）
の
旅
な
ら
二
両
、
二
ヶ
月
間
な
ら
四
両
、
三
ヶ
月
間

な
ら
六
両
ほ
ど
の
旅
費
が
必
要
だ
っ
た
と
い
う
実
情
が
見
え
て
く
る
。

と
こ
ろ
が
、
当
時
の
一
般
庶
民
の
収
入
に
照
ら
す
と
、
こ
う
し
た
高
額

の
旅
費
を
個
人
負
担
で
捻
出
す
る
の
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。

　
田
中
国
三
郎
は
特
別
に
裕
福
な
人
物
で
は
な
く
、
村
人
が
少
し
ず
つ

旅
費
を
積
み
立
て
て
代
表
の
複
数
名
が
伊
勢
参
宮
を
行
う
「
代
参
」
の

形
式
で
旅
立
っ
た
。
国
三
郎
が
『
伊
勢
参
宮
覚
』
に
書
き
留
め
た
旅
費

の
支
出
明
細
は
、
帰
郷
後
に
村
人
た
ち
に
開
示
す
る
公
的
資
金
の
会
計

報
告
書
を
兼
ね
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
お
伊
勢
参
り
を
目
的
と
す
る
集
団
は
「
伊
勢
講
」
と
呼
ば
れ
、
近
世

に
は
全
国
各
地
で
伊
勢
講
が
結
成
さ
れ
て
い
た
。
多
く
の
場
合
、
代
参

者
の
選
抜
は
く
じ
引
き
で
行
わ
れ
た
が
、
公
平
性
を
保
つ
た
め
に
講
の

メ
ン
バ
ー
全
員
の
参
宮
が
終
わ
る
ま
で
旅
費
の
積
み
立
て
は
繰
り
返
し

行
わ
れ
た
と
い
う
。

　
伊
勢
講
の
普
及
と
代
参
シ
ス
テ
ム
の
確
立
に
よ
っ
て
、
経
済
力
に
乏

し
い
一
般
庶
民
も
旅
立
ち
の
機
会
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ

し
、
伊
勢
講
の
加
入
者
は
原
則
と
し
て
男
性
に
限
ら
れ
、
さ
ら
に
は
本

家
の
長
男
に
限
定
さ
れ
た
地
域
も
あ
る
。
女
性
も
含
め
、
伊
勢
講
以
外

の
方
法
で
旅
を
し
た
庶
民
が
多
く
存
在
し
た
こ
と
も
、
一
面
の
事
実
と

し
て
押
さ
え
て
お
き
た
い
。

旅費の総額：５両５貫７７１文

図2　喜多見村の田中国三郎の伊勢参宮に見る旅費の配分
田中国三郎「伊勢参宮覚」『伊勢道中記史料』世田谷区教育委員会、

1984
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第
六
章
　
旅
人
の
健
脚
を
支
え
た
も
の

　
近
世
初
頭
、
徳
川
幕
府
は
五
街
道
を
中
心
に
全
国
的
な
街
道
の
整
備

に
着
手
す
る
。
参
勤
交
代
を
含
め
た
幕
府
に
よ
る
全
国
統
治
が
目
的

だ
っ
た
が
、
こ
の
政
策
に
よ
っ
て
、
多
く
の
人
び
と
が
居
住
地
域
を
越

え
て
旅
が
で
き
る
環
境
が
整
え
ら
れ
て
い
く
。
幕
府
は
街
道
の
距
離
の

目
安
と
し
て
、
一
里
（
三
・
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
ご
と
に
樹
木
を
植
え

て
「
一
里
塚
」
を
設
置
し
、
分
岐
点
に
は
方
角
や
距
離
の
情
報
を
刻
ん

だ
「
道
標
」
を
建
て
、
沿
道
に
は
強
い
日
差
し
や
風
雪
か
ら
旅
人
を
守

る
「
並
木
」
を
植
栽
し
た
。
い
ず
れ
も
、
徒
歩
旅
行
者
の
強
い
味
方
で

あ
る
。

　
近
世
の
街
道
の
道
幅
は
、
都
市
部
や
交
通
の
要
衝
を
除
く
と
狭
く
、

特
に
山
間
部
で
は
幅
が
二
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
区
間
も
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
、
近
世
の
街
道
に
は
、
旅
人
同
士
の
ト
ラ
ブ
ル
回
避
の
手
段
と
し

て
、
往
来
の
旅
人
同
士
が
す
れ
違
う
際
の
慣
習
が
存
在
し
た
。

　
元
禄
三
（
一
六
九
〇
）
年
に
東
海
道
を
旅
し
た
ド
イ
ツ
人
医
師
の
ケ

ン
ペ
ル
は
、
「
日
本
国
内
の
仕
来
り
に
従
っ
て
い
う
と
、
上
り
の
、

す
な
わ
ち
都
（M

iaco

）
に
向
っ
て
旅
す
る
者
は
道
の
左
側
を
、
下
り

の
、
つ
ま
り
都
か
ら
離
れ
て
向
う
者
は
、
右
側
を
歩
か
ね
ば
な
ら
な

い
」（
５
）

と
記
録
し
た
。
そ
れ
か
ら
約
八
〇
年
後
に
東
海
道
を
旅
し
た

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
植
物
学
者
の
ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー
も
、
「
き
ち
ん
と
し
た

秩
序
や
旅
人
の
便
宜
の
た
め
に
、
上
り
の
旅
を
す
る
者
は
左
側
を
、
下

り
の
旅
を
す
る
者
は
右
側
を
行
く
」（
６
）

と
書
き
残
す
。
い
ず
れ
も
「
上

り
」
の
旅
を
し
た
場
面
の
証
言
で
あ
る
。
近
世
の
街
道
に
は
旅
人
が
す

れ
違
う
際
に
「
左
側
」
を
歩
く
慣
習
が
存
在
し
、
交
通
マ
ナ
ー
と
し
て

定
着
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
街
道
の
左
側
通
行
は
日
本
の
文
献
に
も
登
場
す
る
。
『
増
補
海
陸
行

程
細
見
記
』
に
は
、
「
道
中
ハ
自
分
左
り
手
の
方
を
通
行
す
べ
し 

高

貴
方
に
往
逢
た
る
と
き
は
猶
更
こ
ゝ
ろ
え 

右
へ
よ
け
れ
ば
慮
外
と
知

る
べ
し
」（
７
）

と
旅
の
処
世
術
が
説
か
れ
た
。
当
時
の
日
本
人
が
、
街
道

の
左
側
通
行
を
意
識
的
に
実
践
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
左
側
通
行
の
慣
習
は
、
政
権
を
握
る
武
士
の
装
束
と
関
係
が
あ
っ

た
。
武
士
は
左
腰
に
帯
刀
し
て
い
た
た
め
、
右
側
通
行
で
は
武
士
同
士

が
す
れ
違
う
際
に
鞘
が
当
た
っ
て
ト
ラ
ブ
ル
の
火
種
に
な
っ
て
し
ま

う
。
そ
こ
で
、
鞘
の
接
触
を
回
避
す
る
意
味
合
い
か
ら
生
ま
れ
た
の
が

左
側
通
行
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
（
８
）

。

　
こ
の
よ
う
に
、
街
道
の
左
側
通
行
は
、
狭
い
道
路
で
お
互
い
に
配
慮

し
合
う
他
者
へ
の
心
配
り
を
ベ
ー
ス
に
成
り
立
っ
て
い
た
。
広
い
道
で

は
歩
く
位
置
を
気
に
す
る
必
要
も
な
か
っ
た
が
、
狭
い
エ
リ
ア
で
譲
り

合
う
場
面
で
は
、
旅
人
た
ち
も
左
側
通
行
を
意
識
し
な
が
ら
歩
い
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
七
章
　
近
代
化
に
よ
る
旅
の
変
化

　
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
の
新
橋
～
横
浜
間
の
鉄
道
開
通
を
皮
切
り

に
、
日
本
の
各
地
に
鉄
道
が
敷
設
さ
れ
て
い
く
。
特
に
、
明
治
二
二

（
一
八
八
九
）
年
の
東
海
道
線
の
全
線
開
通
は
、
日
本
人
の
旅
の
形
態

を
大
き
く
変
え
た
。
蒸
気
機
関
車
は
東
京
～
神
戸
間
を
わ
ず
か
一
日
で
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移
動
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
が
、
こ
れ
は
近
世
の
男
性
の
旅
人
が
二

週
間
以
上
か
け
て
歩
い
た
距
離
に
相
当
す
る
。

　
鉄
道
が
延
伸
す
る
と
、
徒
歩
と
鉄
道
を
組
み
合
わ
せ
た
「
途
中
下
車

の
旅
」
が
普
及
す
る
。
明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
、
岩
手
県
の
花
巻

か
ら
お
伊
勢
参
り
を
し
た
菅
原
豊
治
は
『
伊
勢
参
宮 

四
国
礼
拝 

西
国

順
礼
道
中
記
』（
９
）

と
い
う
旅
日
記
を
書
い
た
。
豊
治
は
、
徒
歩
移
動
と

汽
車
移
動
を
組
み
合
わ
せ
た
近
代
的
な
旅
を
敢
行
し
た
反
面
、
目
的
地

や
ル
ー
ト
は
近
世
的
な
旅
の
世
界
を
忠
実
に
再
現
し
、
東
北
を
除
く
旅

程
で
は
円
環
ル
ー
ト
を
形
成
し
て
い
る
（
図
３
）
。
日
本
人
の
旅
が
、

移
動
手
段
の
発
達
を
背
景
に
大
き
く
変
化
し
て
い
く
過
渡
期
に
行
わ
れ

た
旅
で
あ
っ
た
。

　
鉄
道
の
登
場
と
延
伸
は
日
本
人
に
時
間
意
識
の
近
代
化
を
迫
り
、
従

来
の
旅
の
ス
タ
イ
ル
に
も
大
き
な
変
革
を
も
た
ら
し
た
。
鉄
道
が
長
距

離
旅
行
の
主
役
と
し
て
定
着
す
る
と
、
人
び
と
は
往
復
の
ス
ピ
ー
ド
を

重
視
す
る
よ
う
に
な
り
、
徒
歩
を
メ
イ
ン
と
す
る
近
世
的
な
旅
の
ス
タ

イ
ル
は
姿
を
消
す
。

　
人
間
の
歩
く
速
度
で
旅
が
進
行
し
て
い
た
時
代
と
は
異
な
り
、
圧
倒

的
な
ス
ピ
ー
ド
で
目
的
地
間
を
結
ぶ
蒸
気
機
関
車
に
乗
る
こ
と
で
、
旅

人
は
時
間
と
引
き
換
え
に
行
く
先
々
の
「
道
中
」
を
手
放
し
た
と
い
わ

ね
ば
な
ら
な
い
。

図3　花巻の菅原豊治による伊勢参宮のルート
菅原豊治『伊勢参宮 四国礼拝 西国順礼道中記』1896（筆者所蔵）
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お
わ
り
に

　
近
世
後
期
の
旅
人
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
異
文
化
に
触
れ
て
見
聞

を
広
め
よ
う
と
す
る
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
だ
っ
た
。

　
自
ら
が
暮
ら
す
文
化
圏
を
飛
び
越
え
て
、
異
な
る
世
界
と
の
交
流
を

積
極
的
に
求
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
実
に
近
代
的
な
営
み
で
あ
る
。
陸

路
で
は
物
や
情
報
の
移
動
速
度
が
人
の
歩
く
ス
ピ
ー
ド
と
ほ
ぼ
イ
コ
ー

ル
だ
っ
た
時
代
、
旅
人
が
歩
い
た
分
だ
け
全
国
各
地
を
結
び
合
う
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
近
世
社
会
に
あ
っ
て
、
活
発
な
異
文
化
交
流
を
実
現
し
て
い
た
庶
民

の
長
距
離
徒
歩
旅
行
は
、
近
代
を
先
取
り
す
る
よ
う
な
注
目
す
べ
き
現

象
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

（
拙
著
「
あ
と
が
き
」
よ
り
抜
粋
）

〔
付
記
〕

　
本
稿
は
、
拙
著
『
歩
く
江
戸
の
旅
人
た
ち
』
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版

で
、
第
四
八
回
ス
ポ
ー
ツ
文
化
研
究
会
（
二
〇
二
二
年
二
月
二
六
日

開
催
）
の
発
表
内
容
を
基
に
し
て
い
る
。
具
体
的
な
説
明
を
省
略

し
、
引
用
元
の
文
献
表
記
も
最
低
限
に
と
ど
め
て
い
る
た
め
、
詳
細

は
拙
著
に
て
確
認
さ
れ
た
い
。

〈
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・
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献
〉
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１
）	
福
田
福
松
「
伊
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参
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并
熊
野
三
社
廻
り
金
毘
羅
参
詣
道
中
道

法
附
」
『
二
戸
史
料
叢
書 

第
六
集
』
二
戸
市
教
育
委
員
会
、

図4　明治30年度末の日本国内の鉄道網
日本国有鉄道編『鉄道技術発達史 第2篇 第1』日本国有鉄道、1959
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二
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６
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『
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９
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